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思い は ー っ
、

践は百花 乱 を望む

梅 の 花が き始め
、
やがて の シ ズ ン

。
そして 山梨で は桃の 季 が到来します

。

みなさん
、
い か がお ごしで しようか

。

先 日
、

塾 例会
°

で
、
多くの 十 四期生 君とお会い することがで きました

。
それに

して も
、

の と共 に
、
参加者 の ぶ れ が固定化 して

、

「来る人 は来る
。
来ない

人 は来ない 」 向が あることに 付きました
。

「来ない 人 」には
、
来ることがで きない

だけのやむを得ない 事情があることで しよう
。

欠か さず参加 する人 に敬意を表する

む しろ私が感 心するの は
、
欠かさず出席する人 で す

。
回の 例会 に まっ て参

加 する人 は
、
大い に称赞して い い と思い ました

。
欠席しなけれ ばならない 人 は忙

しく
、
参加 して い る人 は の 余裕があるか らで しようか

。
私 は

、
そ の ように思えま

せ ん
。

い っ も参加 して い る人 も
、
本 当は欠席して い る人 と同

、
あるい はそれ以

上 に忙しい だろうと思い ます
。
それでも

、
「 甲斐然」に人 っ た限りは

、
万 障 り合わ

せ て参加 しようと考えるか ら
、
い っ も参加 して い るの だろうと思い ます

。

昨今
、

利 を主 し
、

を果たすことを怠引 向にはない で しようか
。

法 っ と

っ ても
、

前 の 法 は
、
国良の を く 定し

、
後の 法は

、
国民 の 利を く

定してい ます
。
もちろん

、
利は大切 にされるベ きです

。
しか し

、
方 におい て

、

「 を果 たす 」ことが必 要 で はない で しようか
。

「面 白くない か ら」、

「意 味がない か

ら」などと言 う人もい るかもしれませ ん
。
しか L

、
厂 甲斐塾」に入 っ た限 りは

、
旷 甲斐

塾」をより良くする を担っ て い ることも自 して ほしい と思 い ます
。

山梨ブラン ド 探しも
、
ようやく先が えてきた

今 回 の 例会で は
、

山梨ブラン ド の 表がありました
。

「そもそも
、

山梨ブラン ド と

は何か ? 」などと するよりも
、
それぞれが具体的に

、
自らが べ てきた 山梨ブラ

ン ド を 表 したことは
、
大 有意 で した

。
ようやく

、
暗中模索の が晴れ

、
先が

えてきた がしました
。

そ の
、

しました
。

r 塾生 君が
、

々 な持ち にお い て
、
自らがこだわるテ マ

を追い 求めて 践して い る姿は
、

々 に っ て い てもい い の で す
。
あるい は

、
っ た

方がい い とも言えます
。
しかし

、
っ て い けない の は

、
その 先にある 目的で す

。
端的に

言えば
、

思い は っ
、
そして 践は多 多 で あることが

、
私 の 望む 姿で す

。
その

思い とは何か
。

「自分 身の 利益を求 めるの で はなく
、
い っ もみんなの ため に力を尽

くせ る人 になる」こと
。
そ の 点だけは

、
すベ て の 旷 甲斐塾」塾生 君 は同じで なけ

れ ばならない の です
。
それを

、
世 で は

、

「同志」と呼びます
。
研修期 は

、
「同志」に

なるための を指してい ると考えてください
。

甲斐塾 塾 上 甲 晃


